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富

山

平

野

東

部

に

お

け

る

田

地

割

替

制

度

に

つ

い

て

浅

沼山

口

操

(

遺

守

人

稿

)

(
遺
稿
文
章
化
)

ま
え
が
き

団
地
割
替
制
度
は
、

田
地
(
耕
地
)

の
所
有
権
を
、
村
落
の
総
有
・
共
有
と

し
、
生
産
高
を
私
有
と
す
る
制
度
で
あ
る
o

ζ

の
制
度
は
日
本
で
は
各
地

K
み

ら
れ
る
が
、

日
本
個
有
の
も
の
で
は
左
〈
、
北
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
古
代
グ

ル
マ
ン
民
族

κ
よ
っ
て
創
設
さ
れ
、
中
世
以
後
K
は
広
汎

K
分
布
し
て
い
た
。

現
在
で
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
北
部
や
フ
エ

e

フ
リ
ー
ズ
諸
島

K
残
存
し
て
い
討
o

制
度
的

K
は
土
地
・
生
産
高
と
も
に
私
有
化
す
る
方
向
で
展
開
し
て
き
た
世
界

各
地
の
農
業
の
趨
勢
か
ら
み
る
と
、
特
殊
左
土
地
利
用
形
態
と
い
わ
な
け
れ
ば

な
ら
左
い
。

白
地
割
替
制
度

K
関
す
る
日
本
k
b
け
る
従
来
の
諸
研
究
を
大
別
す
る
と
、

3

t

m

n

i

n

u

l

日

農
業
経
週
連
研
究
、
国
史
学
的
諸
研
究
、
法
制
史
的
諸
研
究
な
ら
び
に
地
理

学
的
諸
研
究
の
ぽ
つ
の
分
野

K
概
括
し
得
る
o

と
れ
ら
の
諸
分
野
の
う
ち
、
地

理
学
的
研
究
以
外
の
も
の
は
、

同
地
割
替
制
度
が
封
建
制
の
も
と
で
の
み
理
解

さ
れ
る
と
し
て
い
る
o
確
か

K
、

団
地
割
替
制
度
は
、

中
世
以
降
か
ら
明
治
初

期
ま
で
広
〈
日
本
各
地

K
存
在
し
て
い
た
が
、

日
本

K
な
け
る
資
本
主
義
の
定

着
・
発
展
と
も

K
急
速

K
衰
退
し
た
制
度
で
あ
る
o

し
か
し
、
高
度

K
資
本
主

義
化
し
た
現
在
で
も
、

一
部
の
地
域

K
田
地
割
替
制
度
が
存
在
し
て
い

左
念
、

る
ζ

と
は
、
従
来
の
史
学
的
視
点
の
み

K
よ
っ
て
は
十
分

K
説
明
さ
れ
得
左
い

問
題
点
で
あ
る
o

い
い
か
え
れ
ば
、
従
来
の
史
学
的
諸
研
究
は
、

田
地
割
替
制
度
の
一
成
立
」

「
存
続
」

「
形
態
」
左
ど
の
記
述

K
力
点
を
む
い
て
b
h
y
、

「
成
立
」
・
「
存

続
」
の
理
由

K
つ
い
て
は
、
封
建
領
主
の
租
税
収
奪
の
方
策
と
し
て
説
明
し
が

ち
で
あ
っ
た
o
だ
が
、

田
地
割
替
制
度
は
、

土
地
利
用
上

K
生
起
す
る
生
産
形

態
の
制
度
化
し
た
も
の
で
あ
る
o

し
た
が
っ
て
、

ζ

の
制
度
は
、

「
成
立
@
存

続
」
し
て
い
る
地
域
の
「
地
理
的
環
境
」
と
強
〈
拘
り
を
も
っ
て
い
る
o
す
左

-2-

わ
ち
、

田
地
割
替
制
度
は
地
域
的
な
必
然
性
に
よ
っ
て
成
立
し
、
存
続
す
る
の

で
あ
っ
て
、

た
ん

K
封
建
領
主
の
租
税
収
奪
の
方
策
と
し
て
の
み
存
在
す
る
も

の
と
は
い
え
な
い
o

と
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
筆
者
ら
は
、

と
の
制
度
の
「
成

立
Lー

「
存
続
」
を
地
域
性
と
の
関
連
k
b
h
て
と
ら
え
、

論
証
す
る
こ
と
を

本
研
究
の
目
的
と
し
、

目
的
達
成
の
た
め
、

調
査
者
(
浅
沼
)
は
、
次
の
よ
う

左
要
領
で
史
資
料
探
訪
を
行
左
っ
た
o

通
常
、

一
村
単
位
で
運
営
さ
れ
る
と
と
が
多
か
っ
た
の

田
地
割
替
制
度
は
、

で
、
ま
ず
、

調
査
村
落

K
関
す
る
当
該
史
資
料
を
細
大
洩
ら
さ
ず
蒐
集
し
た
。

つ
い
で
、

こ
の
制
度
の
「
成
立
。
存
続
」
し
て
い
る
地
域
の
「
地
理
的
環
境
」

と
当
該
制
度
と
の
拘
り
を
把
握
す
る
第
一
歩
と
し
て
、
調
査
村
落
K
隣
接
す
る
村

落
、
関
連
を
有
す
る
村
落
に
つ
い
て
も
史
資
料
蒐
集
を
試
み
た
o

ζ

れ

K
よ
り
、



nv 

単
独
・
孤
立
史
資
料

K
よ
る
誤
認
を
出
来
得
る
限
h
y
回
避
す
る
と
と
に
努
め
た
。
で
は
、
村
k

に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
(
五
年
が
最
も
多
か
つ
ら
。
ま
れ

K

nu 
qo 

は
久
保
田
藩
k
b
け
る
三
年
の
例
も
あ
っ
た
o

そ
し
て
、

史
資
料
吟
味
の
の
ち
、
筆
者
ら
は
、

団
地
割
替
制
度
の
「
成
立
・
存
続
」
と
地

域
性
と
の
関
連
、
念
か
で
も
「
自
然
条
件
(
気
候
・
地
形
〉
」
、

「
政
治
経
済
条

件
(
人
口
構
成
、
村
落
構
造
)
」
左
ど
に
絞
っ
て
、
制
度
と
地
域
性
と
の
関
連

の
史
資
料
探
訪

K
努
め
た
。
本
稿
で
は
、
紙
面

K
制
限
が
あ
る
の
で
、
右
記
の

う
ち
と
く
に
生
産
構
造

K
限
っ
て
、
論
述
を
展
開
す
る
と
と

K
す
る
。

割
替
制
度
の
施
行
実
例
と
そ
の
類
唖

地
方
凡
例
録
、
「
水
腐
所
割
地
之
事

L
K

是
ハ
水
腐
地
、
新
田
場
ニ
ア
ル
コ
ト
ニ
テ
、

田
方
ニ
字
ナ
ク
、
壱
ノ
割
、
弐

ノ
割
、
参
ノ
割
ナ
ド
、
段
々
村
々
ノ
広
狭
ニ
応
ジ
テ
、
何
拾
割
ニ
モ
番
付
ニ

テ
分
チ
置
、

コ
ノ
割
方
ハ
、
上
、
中

下
、
水
腐
ナ
キ
場
所
ト
、
年
々
水
腐

ス
ル
場
所
ト
フ
割
合
ワ
セ
、

百
姓
持
高
ニ
応
ジ
テ
、
年
季
ア
立
テ
地
所
ア
割

換
エ
ル
ナ
リ
、
依

y
テ
銘
A

持
高
ι
極
リ
ハ
ア
ル
ト
イ
エ
ド
モ
、

コ
ノ
場
所

J、
、

コ
ノ
者
ノ
地
所
ト
定
マ
リ
タ
ル
儀
ナ
ク
、

水
腐
場
ハ
右
ノ
通
リ
割
替
致

サ
ズ
シ
テ
ハ
、
所
ニ
ヨ
ツ
テ
甲
乙
出
来
、
水
腐
地
許
リ
持
チ
タ
ル
百
姓
ハ
、

潰
ニ
及
プ
ニ
ツ
キ
、
村
中
一
一
統
ニ
相
立
ツ
ベ
キ
為
ニ
割
地
致
ス
コ
ト
ナ
リ

--z::::後

略
-giz--:
・:・:

と
あ
る
よ
う

κ、
そ
の
概
要
が
理
解
で
き
よ
う
o

と
の
制
度
の
呼
称
は
、
琉
球

2

n

 

で
は
「
地
割
」
、
壱
肢
で
は
「
回
h
y
作
」
、
鹿
児
島
藩
で
は
「
門
割
」
、
字
和

a
舎

に

d

a

o

2

2

2

 

島
藩
で
は
「
闘
地
」
、
情
畑
井
藩
で
は
「
地
平
均
」
、
加
賀
藩
で
は
「
碁
盤
割
」
、

勾，
q，
h
 

長
岡
藩
(
越
後
)
で
は
「
軒
前
割
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
称
し
た
o

割
替
の
年
季
は
、

Q
U
 

鹿
児
島
藩
や
加
賀
藩
で
は
二
十
年
を
原
則
と
し
て
い
匂
が
、
福
井
藩
や
長
岡
藩

ζ

の
制
度
の
運
営
機

構
は
、
村
落
の
規
模
や
耕
地
の
広
狭
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
標
準
的
と
み

句。

念
し
え
る
加
賀
藩
の
も
の
は
左
記
の
よ
う

κな
る
o

、BF
‘

'nu・

笹と
-= 

督
:
・
:
:
:
御
扶
持
人
、
十
村

制
、
検
分
役
・
:
:
・
・
:
新
田
方
許
、
山
廻
、
陰
聞
役

料
、
実
施
責
任
者
j
i
-
-
z
:村
肝
煎
、
組
合
頭

料
、
実
施
人
:
:
:
・
:
分
地
人
、
算
者
、
竿
取
入
、
竿
先
麻
木
指
、
野
帳
付
、

相
算
、
役
鍬
打
、
縄
引

割
替
作
業
は
、
秋
の
取
り
入
れ
後
か
ら
、
次
の
田
植
え

K
い
た
る
農
閑
期

K
行

左
わ
れ
、
通
常
、

-3-

一
週
間
前
後
を
要
し
た
。
作
業

K
は
多
数
の
労
力
と
費
用
を

要
し
た
が
、

と
れ
ら
は
す
べ
て
村
民
の
負
担
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
割
替
制

度
は
、
村
民
の
生
活

K
直
接
重
大
な
関
連
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
管

理
運
営
規
約
左
ど
は
、
極
め
て
簡
素
左
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
福
井
平
野

2

!
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岡
本
村
仇
鉱
一
向
は
左
記
の
通
h
y
簡
略
な
体
裁
を
と

日
野
川
流
域
の
向
新
保
村
、

っ
て
い
る
。

向
新
保
村
の
ば
あ
い

今
度
御
検
地
被
仰
付
候
j
i
-
-
-
田
地
高
下
有
之
、
銘
々
持
地
ト
ハ
相
違
仕

リ
候
、
追
而
水
帳
被
下
侯
由
、
水
帳
ノ
面
、

田
畑
用
意
申
間
敷
候
、
右
之

条
少
γ
ニ
テ
モ
於
背
エ
ハ
、

氏
神
ノ
御
罪
下
遂
者
也
・



宝
永
四
年
四
月
十
八
日

向
新
保
村

衛

左

友

門

向
本
村
の
「
地
割
ノ
覚
」

一
、
ア
ゼ
ク
ロ
ニ
ハ
梓
入
間
敷
候

中

略

一
、
先
規
ヨ
リ
証
拠
正
シ
キ
寺
社
屋
敷
ハ
不
及
申
、

但
、
免
除
之
旨
申
伝

屋
敷
ニ
候
共
、
樟
入
申
間
敷
侯

後

略

寛
文
九
年
酉
二
月
二
十
六
日

何

本

村

理

衛

右

門
外

二
十
六
名
連
署

右
記
二
例
の
ほ
か
、

ζ

の
制
度
の
規
約

K
関
す
る
も
の
は
、
極
め
て
概
括
的
で

あ
っ
て
、

い
わ
ゆ
る
村
落
内
各
戸

k
b
よ

細
則
を
明
記
し
た
史
資
料

K
は
筆

者
ら
は
な
b
遭
遇
し
て
い
左
い
。

以
上
の
よ
う

K
割
替
制
度
は
、
確
固
た
る
形
態
を
保
有
し
て
存
続
し
て
き
た

の
で
あ
る
が
、

そ
の
「
成
立
・
存
続
」
の
形
態

K
は
大
雑
把

K
み
て
、

つ
の

類
型
が
検
出
さ
れ
る
。
そ
の
分
布
を
含
め
た
論
述
は
、

調
査
者
(
浅
沼
)

市、
t
畑
)
に
み
ら

れ
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
研
究
対
象
地
域
で
あ
る
「
富
山
平
野
東
部
L

に
な
け

稿
(
鷹
巣
盆
地

k
b
け
る
割
替
慣
行
の
成
立
、
地
理
評
何
日
、

る
割
#
管
制
度
の
性
格
を
右
記
の
一
一
一
類
型
一
の
中
で
位
置
づ
け
る
と
い
う
意
味
で
、

そ
れ
ら
の
類
型
の
特
色

K
つ
い
て
触
れ
て
会
く
o

)、
可よ(
 

西
南
日
本
型
・
・
:
:
:
・
畑
地
卓
越
地
域

K
主
と
し
て
展
開
し
、
割
替
制

度
は
領
主
の
強
制

K
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
た
o

伊)

北
龍
地
方
型
・
:
・
:
・
:
田
地
卓
越
地
域

K
主
と
し
て
展
開
し
、
割
替
制

度
は
、

加
賀
藩
を
除
け
ば
、
村
落
の
自
主
制

K
よ
っ
て

実
施
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。

。)

点

在

裂
・
・
・
:
・
:
・
中
央
日
本
以
東
の
山
間
盆
地
や
多
湿
地
域
に
主

と
し
て
展
開
し
、
割
替
制
度
は
村
落
の
自
主
制
に
よ
っ

て
実
施
さ
れ
て
い
た
。

富
山
平
野
東
部
の
部
替
村
落
の
分
布
と
概
況

富
山
平
野
東
部
は
、
藩
政
初
期
以
降
の
開
拓
村
落
で
そ
の
村
落
形
状
は
、
富

山
平
野
西
部
の
散
村
と
異
左
h
ノ
、
集
村
を
呈
し
て
い
る
o

研
究
地
域
は
、
常
願

寺
、
上
市
両
川
の
扇
状
地
の
逢
合
部
を
北
流
し
て
い
る
白
岩
川
流
域
を
中
心

K

日
持

し
て
い
る
o

ζ

の
地
域
で
は
、
慶
安
四
年
以
降
藩
命

K
よ
っ
て
領
内
の
す
べ
て

F
h
d
 

qo 

の
村
落

K
割
替
制
度
が
と
り
い
れ
ら
れ
た
o

い
ま
、
現
地
に
残
存
す
る
資
料
で
、

-4一

確
実

K
証
明
で
き
る
村
落
は
、

久
金
新
、
久
金
、
放
土
ケ
瀬
新
、

曲
淵
、

国
伏
、

高
原
、

上
白
岩
の
七
か
村
と
東
に
位
置
す
る
上
市
川
本
・
支
両
流
域
の
四
か
村

の
玉

(
上
市
η

法
音
寺
・
極
乗
寺
。
五
位
尾
)
の
あ
わ
ぜ
て
十
一
か
村
だ
け
で
あ
る
。

aυ 

栃
内
礼
孔
げ
よ
ば
れ
、
割
替
制
度
は
、
加
賀
藩

K
な
い
て
は
、
開
作
法

K
関
連

し
て
、
増
税
策
の
一
環
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
o

す
な
わ
ち
、

開
作
法

K
よ
っ
て
、

一
村
を
平
均
免
と
し
て
定
免
制
を
施
行
し
、
税
率
を
平
均
二
歩
内

外
あ
げ
る
と
と
で
村
落
の
不
平
を
緩
和
す
る
と
と
を
意
図
と
し
て
、
割
替
制
度

が
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
口
上
白
岩
村
で
は
、
安
政
五
年
ま
で
継
続
さ
れ
て
い

た
記
録
が
あ
り
、

現
在
で
も
全
村
の
耕
地
で
割
替
制
度
が
実
施

五
位
尾
で
は
、



さ
れ
て
い
る
o

ζ

の
よ
う
な
地
域
で
あ
る

K
も
か
L

わ
ら
ず
、
本
地
域
に
関
す
る
割
替
制
度

の
地
理
学
的
研
究
は
、

な
た
未
着
手
の
状
況

K
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
で
あ

る
o
栃
内
礼
次
は
、
富
山
平
野
西
部
の
資
料
を
も
と

K
し
て
、
藩
の
農
政
の
立

場
か
ら
、

ζ

の
制
度
を
研
究
し
た
o

こ
れ
は
経
済
史
的
研
究
の
先
駆
的
業
績
で
、

加
賀
藩
の
開
作
法
に
関
連
し
て
、

ζ

の
制
度
の
採
用
の
背
景
を
論
究
し
て
い
る
o

こ
ζ

で
筆
者
ら
が
と
っ
た
研
究
地
域
は
、
寛
永
十
六
年
の
富
山
藩
成
立
ま
で
加

賀
藩
領
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
富
山
藩
成
立
後
も
、
同
藩
の
農
政
は
、
殆
ん
ど

ヴ
，q

d
 

親
藩
加
賀
藩
の
も
の
を
踏
襲
し
て
い
た
の
で
、
栃
内
礼
次
の
業
績
は
、
富
山
港

。oqd 

領

K
も
適
用
し
え
る
o

ま
た
、
牧
野
信
之
助
は
、
富
山
平
野
西
部
の
散
村
で
は
、

十
村
の
判
断
で
割
替
実
施
の
の
ち
、
耕
地
の
交
換
を
大
巾

K
認
め
た
り
、
割
替

を
行
左
わ
左
か
っ
た
り
す
る
特
例
の
あ
っ
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
o

さ
ら
に

n
w
d
 

水
津
一
時
は
、
散
村
で
は
小
作
の
形
で
実
質
的

K
割
替
を
逃
れ
た
例
を
、
小
田

向
U

吉
之
オ
白
、
能
登
半
島
で
は
一
石
未
満
の
零
細
農
の
比
率
の
高
い
地
域

K
割
替

制
度
の
実
施
を
多
く
み
る
と
と
左
ど
を
、

そ
れ
ぞ
れ
報
告
し
て
い
る
o

富
山
平
野
東
部
に
お
け
る
困
地
割
替
制
度
の
諸
実
態

-
上
白
岩
村
の
ば
あ
い

立
山
町
の
南
東
部
の
上
白
山
石
村
は
、
中
世

K
は
、
東
大
寺
弓
削
庄

K
属

。ムM

aせ

し
て
い
た
o

ζ

の
村
は
、
寛
文
十
年
の
村
御
恥
に
よ
る
と
、
村
高
二
三
五

石
の
う
ち
、
享
和
十
三
年
検
地

K
よ
っ
て
、
六
一
、
三
石
が
検
地
引
と
左
つ

て
い
る
o
そ
れ
は
恐
ら
く
水
害
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
o
そ
の
後

K
=
一石

を
手
上
げ
し
て
レ、

る43
0:) 
で

天
保
十
一
年
現
在
の
村
高
は
一
七
六
、
七
石
ー
と

な
っ
て
い
る
o
戸
数
八
十
戸
の
う
ち
、

七
五
戸
(
九
=
一
、
八
%
)
が
自
作
農

で
、
自
作
率
は
高
い
が
、
後
記
す
る
如
く
、
持
高
別
構
成
表

K
よ
る
と
、

零
細
左
農
民

K
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。

a
U
1
 

4
9
 

安
政
五
年
の
米
盛
精
帳

K
よ
れ
ば
、
全
村
の
耕
地
は
苗
代
割
、

大
河
原

割
、
和
田
割
等
二
九
の
団
地

K
分
割
さ
れ
、

一
六
本
の
く
じ
に
よ
っ
て
、

拍
畿
が
行
左
わ
れ
た
o

二
九
の
団
地
面
積
は
不
等
で
あ
る
が
、
団
地
毎

K

一
六
区
画

K
分
け
ら
れ
て
い
た
o

一
本
の
く
じ
は
、
十
一
石
ず
つ

K
編
成

さ
れ
、

く
じ
頭

K
よ
っ
て
抽
象
が
行
左
わ
れ
た
o
十
一
石
の
内
容
と
し
て

は
、
各
種
の
も
の
が
組
合
わ
さ
れ
て
い
る
が
、
次
右
エ
門
組
で
は
、
時
五
石

三
石
・
一
石
・
二
石
一
升
・
閥
、
九
斗
の
五
名
で
計
十
一
石
と
在
る
o
組
頭
も
わ

-5ー

ず
か

K
四
石
五
斗
の
零
細
な
高
持
で
あ
る
o
ま
た
、
徳
右
エ
門
組
で
は
、

一
升
の
高
持
十
名
を
加
え
、

二
十
一
人
の
持
高
合
計
十
一
石
と
な
り
、

く

じ
一
本
の
よ
う
な
例
も
あ
る
口
ま
た
、
村
の
一
な
か

K
く
じ
二
本
分
の
権
利

を
持
つ
組
が
三
組
あ
る
o
安
左
エ
門
組
で
は
、
十
八
石
(
安
左
エ
門
)
二
、

二
石
。
一
、
六
六
石
・
三
升
・
一
升
。
一
升
計
二
十
二
石
・
人
数
六
人
と
な

っ
て
い
る
例
も
あ
る
o

し
た
が
っ
て
、
割
替
に
当
っ
て
、
各
農
家
の
耕
地

は
二
九
の
団
地

K
分
散
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
が
、
実
際

K
は
、
余
り
に

零
細
で
、

そ
れ
が
不
可
能
に
左
る
ζ

と
が
多
い
o
第
一
一
凶
は
、
割
替
に
よ

る
耕
地
の
移
動
の
実
際
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

ζ

の
図
は
、
天
保
十
五

F
b
 

s' 

年
と
、
安
政
五
年
の
米
盛
精
帳
を
比
較
し
、
土
地
台
帳

K
比
定
し
て
得
た

も
の
の
う
ち
、
苗
代
割
団
地
の
部
分
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
o
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J
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司
け
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Z~ 
『吋

ζ

の
面
積
は
一
八
五
一
歩
で
あ
夕
、
そ
れ
が
留
の
よ
う

κ
一
六
区
分

κ
な
っ
て

い
る
o

ζ

』
で
、
安
左
エ
門
組

κは
、
安
政
五
年
三
、
八
、
の
両
区
画
が
分
配
さ
れ

た
o
と
の
両
区
画
の
合
計
面
積
は
、
二
五
六
歩
で
あ
る
o
そ
と
で
、
安
左
エ
門

の
ハ
パ
げ

υニ
ニ
二
歩
、
組
仲
間
の
縛
七
が
二
五
歩
合
計
二
五
六
歩
と
な
る
o

国

紙

-6-
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他
の
四
名
は
、
苗
代
割
に
は
、
耕
地
の
分
配
は
な
い
o
余
り

κ零
細
で
あ
る

と
の
地
域
の
割
替
が
、
零
細
な
地
片
の
集
合
K
よ
る
と
と
を
知
る
ζ

と
が
で
き

る
o
と
の
村
の
階
層
構
成
で
は
、
持
高
五
石
以
下
の
小
農
、
零
細
農
が
、
全
農
家

信
の
八
回
、
五
¢
を
占
め
る
o
と
の
う
ち
持
高
二
升
以
下
の
名
目
的
自
作
農
は
二
二
名



(
二
匂
四
係
弱

)
K
も
及
ぶ
。
と
の
よ
う
左
零
細
農
民
は
、

と
も
す
れ
ば
、
離

村
し
易
〈
、

そ
う
す
る
と
、
村
内
の
労
働
力
が
不
足
し
て
、
村
落
内

K
か
け
る

再
生
産
を
困
難
に
す
る
会
そ
れ
が
充
分

K
考
え
ら
れ
る
。
と
れ
に
対
し
て
割
替

制
度
は
、

と
う
し
た
零
細
長
を
農
村
内

K
定
着
さ
せ
る
紐
帯
と
し
て
の
機
能
を

は
た
し
て
い
た
ζ

と
と
考
え
ら
れ
る
。

E
高
原
村
の
ば
あ
い

白
岩
川
の
支
流
、
栃
津
川
の
中
流

K
沿
う
高
原
村
は
、
天
保
十
一
年
K
は、

au a-

村
吉
岡
七

O
五
石
の
村
で
あ
る
。
と
の
村
の
割
替

K
つ
い
て
は
次
の
資
料
が
残
存

し
て
い
る
。

覚48

高
原
村

七

O
五
石

免
四
ツ
四
歩

右
私
在
所
明
和
五
年
(
一
七
六
八

)
K
御
団
地
割
仕
侯
処
、
其
の
後
度

々
出
水
而
川
口
等

K
罷
成
、
其
の
上
百
姓
入
替
り
、
持
官
同

K
高
下
御
座

候
、
別
而
遂
年
水
損
仕
、
高
不
足
エ
相
成
迷
惑
仕
タ
侯
ニ
付
、
御
定
の

年
限

K
御
届
不
申
候
得
共
、
同
名
中
納
得
の
上

j
i
-
-
-中

略・・・:・:・

御
田
地
割
仕

hJ:---iz--:
・後

略・・・:・
:
z
:
:
・:

天
明
三
年
(
一
七
八
三
)
七
月

高
原
村

衛

門

五
二
名
連
署

久

左

天
明
三
年
は
、
前
回
の
明
和
五
年
か
ら
十
五
年
目
で
あ
る
が
、

ζ

の
年

K
も

割
替
を
願
出
て
い
る

o
そ
れ
は
文
面

K
あ
る
よ
う

K
、
水
害
対
策
と
切
高
整

理
の
た
め
に
行
左
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
名
中
納
得
の
上
と
あ
る
こ
と

は
、
村
氏
の
積
極
性
を
示
す
も
の
と
い
え
る
の
で
あ
・
夕
、
同
時

K
、

と
の
制
度

が
領
主
的
と
だ
け
と
は
一
玄
え
な
い
こ
と
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

ζ

の
制
度

は
、
始
め
は
、
藩
の
役
人
の
立
合
の
上
で
、
こ

O
年
毎

K
定
期

K
行
な
わ
れ
た

が
、
後

K
は
、
村
落
の
願
出

K
よ
る
ζ

と
に
改
め
ら
れ
た
。
地
域
の
実
情
を
考

ぇ
、
村
落
の
自
主
制

K
ま
か
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
o

割
替
制
度
は
地
域
の
生
存

の
た
め
に
有
用
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
と
と
が
で
き
る
o

E
曲
淵
村
の
ば
あ
い

と
の
村
は
、
白
岩
川

K
近
い
村
高
二
四
七
石
の
小
村
で
あ
る
。
と
の
村
の
割

替
制
度

K
つ
い
て
は
次
の
資
料

K
よ
っ
て
検
討
し
よ
う
。

oo 
daτ 

覚

草

二
四
五
石

上
条
組
曲
細
川
村

免
四
ツ
八
歩

高

右
私
共
在
所
、
御
団
地
割
、
寛
政
四
年
被
仰
付
置
候
処
、
其
ノ
後
地

- 7ー

高
等
ニ
テ
持
分
散
々
ニ
相
成
数
十
年
相
立
チ
、
右
差
配
方
甚
ダ
不
勝

手
ニ
御
座
侯
問
、
当
御
田
地
割
奉
願
上
侯

天
保
十
一
年
八
月~土，

刀ミC

衛

以
下
二
十
八
名
連
署

兵

形
式
は
、

前
と
同
じ
で
あ
る
が
、

理
由
は
切
高
K
よ
る
耕
地
の
混
乱
を
整
理

す
る
た
め
の
割
替
で
あ
か
、
前
回
か
ら
四
九
年
目
の
も
の
で
あ
る
o

こ
う
し
た

年
季

理
由
左
ど
か
ら
す
る
と
、
農
村
の
自
主
制
を
う
か
が
う
と
と
が
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、

ζ

の
制
度
を
、
領
主
的
制
度
と
す
る
従
来
の
考
え
方
は
、
皮
相

的
で
、
真
実

K
遠
い
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
。

割
替
制
度
と
耕
地
の
拡
大

と
の
地
域
の
村
落

k
b
け
る
開
拓
の
進
行
状
況
は
、
第
一
表
の
如
く
で
あ
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品 等 上:田 中田 下 回 上回 中田 下回

iコ" ~ 3，7合 3，3 2.6 主2 4.4 2.4 

反当収量 1 1，0斗 9，9 7.8 1 5，6 1 :12 7，2 

部 積 128205歩 37281 9844 6600 9496 40293 

面積比 i37.4時 49.4 6 13.06 1 :190 2 :15 6 6 2.S 6 

富山平野東部諸村め開拓石数付高 i~ 石以下切か第 1表

る
o

全
体
的
に
み
て
開
拓
の
零
細
性
が

目
立
つ
o
清
水
堂
村
の
自
国
直
し
高
の

一O
、
七
石
、

坂
井
新
村
の
新
国
高
二

O

石
、
放
士
ケ
瀬
村
の
新
田
十
二
石
の
ほ

か
は
、

い
づ
れ
も
零
純
で
あ
る
。
藩
で

は
、
租
税
収
入
を
増
加
せ
し
め
る
た
め
、

新
回
開
発
を
強
く
要
請
し
て
い
る
。
隠

回
、
余
白
の
摘
発
の
た
め
の
方
策
と
し

て
「
勝
手
次
第
訴
人
」
を
許
し
た
の
も

そ
の
あ
ら
わ
れ
の
一
つ
で
あ
る
o

こ
れ

は
地
域
の
諸
村
の
管
理
を
任
務
と
す
る

-8-

十
村
の
権
限
を
無
視
し
、

そ
の
職
能
を

犯
す
と
と

K
走
る
の
で
、

十
村
は
連
合

し
て
、

「
私
共
退
役
被
仰
付
被
下
候
様
」

と
反
抗
し
た
程
で
あ
っ
た
o
第
一
表

K

一
死
録
十
三
年
と
、
享
保
八
年
及
び
同

十
七
年

K
集
中
的
左
開
拓
が
み
ら
れ
る

の
は
、

上
記
の
よ
う
左
藩
の
強
制

K
よ

る
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
o

し
か
し
、

そ

の
面
積
は
零
細
で
あ
る
o

辻
ケ
堂
村
、

及
び
辻
村
の
七
石
を
は
じ
め
、

柴
草
村

新
清
水
の
一
石
の
如
く
、
極
め
て
零
細



で
あ
る
o

ζ

れ
は
、

扇
状
地
の
水
田
開
拓
の
困
難
さ

K
よ
る
と
、
考
え
ら
れ

る
。

ζ

の
よ
う
左
開
拓
に
よ
る
生
産
地
域
、
地
域
の
拡
大
の
困
難
さ
に
加
え

て
、
地
域
生
産
性
の
劣
悪
、
水
害
に
よ
る
減
収
等

K
よ
り
、
農
民
生
活
は
、

き
び
し
く
、
流
民
化
す
る
傾
向
さ
え
生
ず
る
こ
と
に
左
っ
た
o

天
保
十
年
の

白

v
d
u
I
 

八
八
名
を
数
え
た
o
本
地
域
よ
り
西
方
の
射
水
、

新
川
郡
の
逃
亡
否
姓
は
、

砺
波
の
両
郡
で
は
、
安
永
元
年
に
は
逃
亡
百
姓
八
四
名
、
同
二
年

K
は、

郡
で
一
五
六
名
安
永
五
年
に
は
、
加
州
。
能
州
、
砺
波
郡
、
射
水
郡
の
四
地

区
合
計
一
一

O
三
名
の
記
匂
が
あ
る
0

年
代
も
黒
字
P
、
地
域
も
ち
が
う
が
、

乙
の
地
域
の
傾
向
と
し
て
の
傍
証
と
在
る
で
あ
ろ
う
o

ζ

の
よ
う

K
し
て
、

ζ

の
地
域
の
困
難
性
が
、

地
域
農
民
の
生
活

K
直
結
し
、

そ
れ
が
、
割
替
制

度
の
定
着
す
る
要
因
の
一
っ
と
左
る
と
い
え
よ
う
。

割

替

制

度

と

土

地

生

産

性

ζ

の
地
域
で
は
、
割
替
制
度
を
実
施
す
る
に
当
っ
て
、
合
盛
を
行
な
っ
て

い
る
o

全
村
の
耕
地

K
つ
い
て
坪
刈
を
行
左
い
、

る
作
業
で
あ
る
o
第
一
表
付
は
、

ぷ主
口

盛
帳
を
整
理
し生
た51産
もl量
の53や
で品
、等

久を
金確
村認
のす

上
回
一
、
一
石
の
よ
う
左
低
生
産
を
知
る
と
と
が
で
き
る
o
上
白
岩
村
の
反
当

収
量
は
、

上
回
一
、
五
六
石
で
、
久
金
村
よ
り
は
、
は
る
か

K
優
秀
で
あ
る
。

し
か
し
、

面
積
比
か
ら
み
る
と
、
久
金
村
で
は
、
上
回
や
中
田
の
面
積
が
広

く
、
下
回
は
、

一
三
ポ
切
で
あ
る
の

K
対
し
て
、

上
白
岩
村
で
は
、

下
回
が
、

全
村
の
六
二
、
五
六
%
を
占
め
て
い
る
D

し
た
が
っ
て
総
生
産
は
、

優
秀
と
は

い
え
左
い
o

こ
の
よ
う
左
低
生
産
に
加
え
て
、
自
然
災
害
が
大
き
い
か
ら
、

地
域
農
民
の
生
活
は
き
び
し
い
も
の
と
な
る
。

常
願
寺
川
の
下
流
の
侶
蛇
行
帯
に
あ
る
町
袋
、

一
本
木
、

T
P
い

νん

}
y
h
l
i
p
L

J
F
ι
l
h
μ
V

一日
i
A
l

は
、
村
民
の
減
少
が
み
ら
れ
る
o

し
か
も
そ
の
災
害
高
は
大
き
く
復
旧
は
図

難
C

あ
っ
た
o
す
な
わ
ち
、

元
録
一
冗
年

K
一
四
五
、
八
八
石
の

町
袋
村
で
は
、

検
地
引
と
J
Z

う
て
い
る
が
、

そ
れ
以
前
の
村
高
六
三
三
石
に
対
し
、

労

K
当
る
大
き
な
災
生
n
で
あ
ろ
o

こ
れ

K
対
し
て
天
保
十
一
年
ま
で
に
復
旧
し

雨

し
た
も
の
は
、
合
計
で
七
、
八
三
石
に
過
ぎ
左
い
。
ま
た
一
本
木

K
む
い
て
も
、

天
和
か
ら
元
録
年
間

K
か
け
て
、
村
高
は
二
五
九
石
か
ら
一
二
六
石

K
減
少

し
て
い
る
o

五
一
、
七
労
に
当
る
大
き
な
被
害
で
あ
り
、

そ
の
復
旧
は
、

天
保

十
一
年
ま
で

K
一
O
石

K
す
ぎ
な
い
。
程
度
の
差
は
あ
る
が
、

そ
の
状
況
は
、

そ
の
他
の
各
村
に
な
い
て
も
同
様
で
あ
る
o
常
願
寺
川
の
洪
水
が
、
破
壊
的

被
害
を
興
え
る
こ
と
が
よ
く
理
解
さ
れ
る
o

-9-

こ
の
よ
う
な
事
情
は
、

森
尻
な
ど
、

一
二
日
市
、

上
市
川
流
域
の
諸
村

κhu

い
て
も
同
様
で
あ
る
。

第
三
国
に
よ
る
と
、

白
山
石
川
流
域
で
は
、
神
田
、
寺
田
、
横
越
な
ど
の
数

カ
村
を
除
い
て
、
村
古
同
減
少
の
村
落
は
少
左
い

o

白
召
、
泉
な
ど
の
諸
村
で

は
、
村
高
は
、
増
加
し
て
な
り
、

田
伏
、
久
金
、
荒
叉
左
ど
、
多
く
の
村
港

で
は
、
村
高
の
変
化
は
な
い

o
白
山
石
川
流
域
は
、

一
0
メ
ー
ト
ル
或
は
そ
れ
以

上
の
砂
泥
が
堆
積
す
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う

K
、
洪
水
は
溢
水
性
で

あ
り
、
耕
地
の
破
壊
を
と
も
左
わ
左
い
ζ

と
を
一
不
す
も
の
で
あ
る
o

久
金
村
は
、
安
定
農
村
で
あ
る
が
、

こ
の
村
の
合
盛
帳
を
土
地
台
帳
と
比

定
す
る
と
、
生
産
の
地
区
的
差
異
を
知
る
ζ

と
が
で
き
る
o
上
田
地
区
(
生

産
高
反
当
一
、
一
石
)
は
、
村
の
中
央
部
を
占
め
、
中
田
地
区
(
生
産
高
反
当
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③
d
睡

高
是
晦
餅
p
u
吋
艦
判
げ
ま
+

証
封

5
2苫
【
}
川
町
四
同

H
-
k
l
(
O
Eご
川
町

E
u
q
u官

抽
問
実
質
野
田
理
存
G
検
樹
齢
川
町
ヨ
何

8
N
W柑

九
、
九
斗
は
、
南
部
か
ら
西
部

κ、
下
回
地
区
(
生
産
高
反
当
七
、
八
斗
)
は
、
そ
の
中
聞
を
占
め
て
い
る
〔
図
持
略
)

ζ

の

よ
う
な
地
区
的
差
異
は
、
表
土
の
わ
ず
か
な
、
堆
積
の
厚
さ
と
用
水
路
の
高
低
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
討
。
稲
の
生

戸、d

育
、
分
け
つ
け
に
対
す
る
最
低
温
は
二

O
℃

l

二
五
%
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
と
の
地
域
の
水
温
は
著
る
し
く
低

湿
で
あ
る
o
し
た
が
う
て
、
わ
ず
か
な
低
湿
で
も
、
と
の
地
区
の
生
産
高
に
影
響
し
、
秋
落
現
象
の
原
因
と
な
り
、
収

割

Z
M明

剖
刷
工
喧
，
寄

次
回
。

z
$
2
2
3
E
O

次
回
h
N
H

，

zzzze

ぎ
判
明
で
お
君
主

2
3

z⑧
 

骨
幅
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③
③

③
E
持

自
画

ze
z

。
om~国

J
O

一一一一切
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5
p
o
饗剣

0
2
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4
H
O

岩
田

O

詰
③
¥
〉

o

f
③
ま

さ

/

域

密

拒

⑧E岩
⑧

③

/

ま

③
Z~十十

く~;

ヨ担。

ゆ端⑧

@
E
Z
 

~ 

/， 

③
き

噛

梅

田

辺

③

量
の
低
ド
を
も
た
ら
す
。
こ
の
よ
う

左
地
区
的
差
異
を
平
均
す
る
と
と
は
‘

低
生
産
地
域
の
村
落
生
活
の
安
定
維

枯
し
の
た
め
望
ま
れ
る
ζ

と
で
あ
る
日

領
主
的
制
度
と
し
て
始
め
ら
れ
た
割

替
制
度
は
、

こ
の
よ
う
な
地
域
的
要

請
に
よ
っ
て
継
続
さ
れ
た
も
の
と
い

え
る
で
あ
ろ
う
。

-10ー



割
替
制
度
と
生
産
形
態

飯
野
、
宮
の
両
村
の
水
田
率
は
、

そ
れ
ぞ
れ
九
九
二
¢
と
高
い
率
を
示
し

最
低
の
中
村
で
も
九
五
、
六
¢
の
高
率
で
あ
る
。

一
般
的

K
は
、
扇
状
地
の
水

回
化
は
、

菌
難
と
い
わ
れ
て
い
る
。
と
の
地
域
が
、

ζ

の
よ
う
な
高
い
水
面

率
を
示
す
の
は
、
水
を
豊
富

K
得
ら
れ
る
と
い
う
自
然
条
件
も
あ
る
が
、
基

本
的

K
は
、
財
源
を
米

K
依
存
す
る
政
治
体
制
の
要
請
に
よ
る
と
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
富
山
平
野
で
は
、
冬
季
は
、
積
雪
の
た
め
二
毛
作
が
困
難
で
、

産
が
米

K
集
中
し
て
い
た
こ
と
は
、
福
井
平
野

κ相
似
し
て
い
る
o

米
K
対

す
る
藩
の
収
奪
が
、
き
び
し
か
っ
た
と
と
も
、

ま
た
福
井
平
野
の
そ
れ
と
同

じ
で
あ
っ
た
。

こ
の
地
域
の
米
作
以
外
の
産
業
と
し
て
は
、
木
綿
織
物
と
、

角。

げ
ら
れ
る
。
天
保
八
年
の
産
物
方
御
用
留
に
は

絹
織
物
が
あ

木
綿
、
御
領
国
中
何
方
と
左
く
出
来
仕
-P
、
其
内
多
分
為
稼
、
織
立

候
者
、
能
美
郡
、

口
郡
、
砺
波
郡
、
今
石
動
町
、
新
川
郡
、
村
々
様

K
御
座
候
。

下

略

と
、
あ
り
、
県
内
一
円
に
、
綿
織
物
の
製
造
が
行
左
わ
れ
、

そ
れ
が
有
利
な

稼
と
左
っ
て
い
た
ζ

と
が
知
ら
れ
る
口
そ
の
生
産
高
は
、

文
政
十
三
年
、
新
川
郡
「
当
時
一

O
O万
端
も
出
来

天
保
元
年
、
新
川
郡
「
当
時
、
木
綿
は
莫
大
の
品

K
制
御
陵
候

、

天
保
二
年
、
木
綿
気
負
宜
、
木
綿
は
第
一
の
御
産
物
ニ
相
成
可
申

中

略

上
市

三
日
市
、

生
地
、

入
膳
‘

泊
、
都
合
六
ク
所
の
綿
屋
共

町
M
n
H
H
1

f

j

 

一
一
而
取
扱
侯
‘

"...、

下

略

E豆、

文
久
二
一
年
、
新
川
郡
出
来
木
綿
、
先
ず
百
万
端
与
仕
、
此
内
五
十

5
i
日

万
端
は
、
他
国
出
分
、
十
五
万
端
は
、
高
岡
等
買
参
(
下

略

な
ど
の
資
料
か
ら
、
大
量
の
木
綿
織
物
が
、
富
山
平
野
東
部
の
、

上
市

滑

川
な
ど
六
ヵ
町
村
を
中
心

K
行
な
わ
れ
、
県
内
を
は
じ
め
、

江
戸

K
送
ら
れ

生

て
、
名
声
を
得
て
い
た
ζ

と
が
知
ら
れ
る
o

ζ

れ
は
専
門
の
織
物
業
者

K
よ
っ
て
織
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

婦
女
子

一
O
O万
端
の
う
ち
「
二

O
万
端
(
反
)
ば
か
り
は

の
農
間
稼
で
あ
っ
た
。

au 

良
ロ
円
じ
で
あ
る
が
、
他
は
、
長
さ
が
不
足
し
た
り
、
級
方
が
悪
か
っ
た
り
し

て
値
引
ロ
聞
と
左
フ
て
い
た
o

と
の
た
め
江
戸
か
ら
国
許

K
対
し
て

技
術
指

- 1 1-

導
を
す
る
よ
う

K
‘
と
の
要
望
が
一
一
丹
念
ら
ず
出
て
来
た
。
農
間
稼
と
し

て
の
織
物
製
造
で
あ
っ
た
の
で
‘

品
質
が
不
統
一
に
な
っ
て
い
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

ζ

の
よ
う
な
‘

木
綿
織
物
の
生
産
形
態
に
つ
い
て
は
、

上
の
資

料
の
ほ
か

平
野
の
西
部
地
区

K
盛
ん
で
あ
っ
た
麻
織
物
の
生
産
形
態
と
、

相
通
ず
る
も
の
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
麻
織
物
の
場
合
は

「
中
分
以

下
軽
キ
者
之
家
職
ニ
而
郎
、

nu 
au 

(
布
方
一
件
留
帳
)
あ
る
い
は

無
滞
致
来
リ
申
候
」

右
潤
色
ア
以
‘

諸
納
所
方
‘

「
家
毎
ニ
妻
娘
等
年
分
第
一
の
稼
」
と
あ

る
e
東
部
地
区
の
生
産
形
態
も
‘

ζ

れ
と
大
同
小
異
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
o

す
左
わ
ち
、

東
部
地
区
の
木
綿
生
産
は
、

零
細
農
民
が

家
庭
で
行
左

一
日
の
所
得
は
五

O
t
六

O
文
程

う
第
一
の
副
業
で
あ
っ
た
が
、
賃
織
で
‘

民
主
税
金
の
足
し

K
す
る
程
度
で
あ
っ
た
。
と
の
地
方
の
村
々
の
届
ー
室
聞
に



も
稼
、
細
縄

木
綿
糸
賃
鳩

。beo 

(
或
は
木
綿
賃
織
)
と
‘

簡
単

K
書
上
げ
て

い
る

κ止
ま
る
の
は
‘

ζ

れ
が
‘

地
域
産
業
と
し
て
、

地
域
生
活
を
補
う
ま

で
に
至
ら
な
か
っ
た
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ほ
か
に

ζ

の
地
方
の
農
村
の
副
業
と
し
て
は
‘

絹
織
物
も
木
綿
織
物
と

な
ら
ん
て
重
要
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
o
平
野
の
西
部
地
区
で
は
、
絹
織
物

が
重
要
産
業
で
あ
っ
た
と
い
う
と
と

κ
つ
い
て
資
料
が
少
く
な
い
が
東
部

κ

句。

つ
い
て
は
、
文
久
三
年
の
記
録

κ、
「
「
新
川
郡
上
市
ハ
蚕
糸
ノ
中
、
白
と
み

え
て
い
る
も
の
の
ほ
か
に
は
、
現
在
の
と
と
ろ
資
料
は
得
ら
れ
な
い
が
、
繕

織
物
も
、
生
産
形
態
は
、
木
綿
織
物
と
同
じ
〈
婦
女
子
の
賃
織
で
は
な
か
っ

a-

4
ん

Lι

推
察
さ
れ
匂
o

ζ

の
よ
う
に
し
て
富
山
平
野
東
部
で
は
‘

副
業
が
相
当

K
普
及
し
て
い
た

ζ

と
は
認
め
ら
れ
る
が
‘

米
作
の
不
利
を
補
う
程
の
有
意
義
さ
は
、

認
め
ら

れ
左
か
っ
た
。

ζ

の
た
め
村
落
生
活
安
定
の
た
め

K
は、

割
替
制
度
が
‘

る
か
に

大
き
左
意
義
を
も
っ
て
い
た
も
の
と
み
と
め
ら
れ
る
D

割
替
制
度
と
土
地
所
有

と
の
地
域
の
諸
村
の
階
層
分
化
の
進
行
は
、

甚
だ
し
く
、

前

K
上
白
山
石
村

の
〈
じ
組
の
論
述

K
当
っ
て
、

そ
の
零
細
性

K
言
及
し
た
が
、

そ
れ
は
上
白

岩
村
の
特
例
で
は
な
〈
て
、

ζ

の
平
野
の
全
域

K
つ
い
て
、

い
え
る
ζ

と
が

明
ら
か
と
左
っ
た
口
各
村

k
h
q
け
る
五
石
以
下
の
耕
地
の
全
村
k
h
v
け
る
率

は

池
田
館
村
の
九
O
、
二
係
を
は
じ
め
‘

上
白
岩
村
の
八
四
係
、

泉
村
の

ムハ
O
、ムハ必ぺ

放
士
ク
瀬
、

田
伏
両
村
の
そ
れ
ぞ
れ
五
七
%
‘

五
三
労
の
如
く

で
、
村
落
農
民
の
大
部
分
は
、

零
細
農
層
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

左
い
。と

と
に
二
升
高
以
下
の
全
く
名
目
的
な
自
作
農
の
戸
数
が
‘

上
白
岩
村
で

二
十
二
戸
(
二
五
、
二
係
三

の
多
数
に
の

泉
村
で
二
十
二
戸
(
二
九
、
五
%
)

ぼ
る
こ
と
は
‘

む
し
ろ
驚
く

K
足
る
事
実
で
あ
る
o

こ
れ
は
藩
の
切
高
仕
法

K
よ
っ
て
土
地
所
有
が

零
細
化

移
動
し
た
結
果
で
も
あ
る
が

農
民
が

を
た
ど
っ
て
い
た
状
況
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
o
藩
は
税
の
土
木
納
整
理
の

た
め

K
、

農
民
の
土
地
は
、

絹
の

木
綿
‘

土
地
の
売
買
を
公
認
し
た
の
で
、

売
買
そ
の
他
の
商
業

K
よ
っ
て
巨
利
を
得
て
い
た
商
人
や
在
地
富
農
の
手

K

入
h
p
、
階
層
分
化
が
急
激

K
進
行
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
地
域
的
移
動
の
様

相
は
、

第
三
図
の
如
く
で
あ
り
、

ζ

の
地
域
の
農
民
の
零
細
化
と
土
地
所
有

の
混
乱
を
示
す
。
江
戸
期

k

b
け
る
土
地
所
有
の
あ
り
方
か
ら
み
て

ζ 

の

地
域
の
階
層
が

極
端
な
両
極
分
化
を
示
す

K
至
っ
た
ζ

と
は
著
る
し
い
特

は

徴
と
い
え
る
。

ζ

の
よ
う
左
様
相
は
‘

地
域
生
産
性
を
悪
化
さ
せ
る
と
と

K

念
っ
た
の
で
‘

藩
で
は
、

こ
れ
を
再
整
理
す
る
ζ

と
と
し
、
町
人
資
本

K
よ

一
方
で
は
、
農
民
の
借
財

る
土
地
の
収
奪
を
や
め
、

土
地
を
農
民

K
返
し
、

健
全
左
自
作
農
に
よ
る
生
産
活
動
の
回
復
を
は
か
つ

5
 

au 

た
o

と
れ
が
天
保
の
徳
政
令
で
あ
る
o

と
れ
に
よ
っ
て
返
還
さ
れ
た
耕
地
は
、

を
一
切
帳
消
し
と
し
‘

ζ

の
地
域
の
十
村
で
あ
る
杉
木
氏
の
差
配
地
だ
け
で
、

三
四

O
O石

κ近
い

石
高
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
貧
困
の
な
か
で
、
貧
農
の
離
村
が
増

au 

加
し
て
い
討
。
か
か
る
地
域
条
件
の
も
と
で
、
農
村
生
活
を
安
定
さ
せ
、
再

生
産
を
遂
行
す
る
に
は

有
効
で

桔
互
扶
助
を
基
調
と
す
る
割
替
制
度
は

-12一
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あ
夕
、

そ
と
に
ζ

の
制
度
の
定
着
基
盤
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

あ
と
が
き

富
山
平
野
東
部
で
は
土
地
生
産
性
は
低
く
‘

労
働
力
は
不
足
し
‘

水
害
は
多

発
的
で
あ
-P‘
そ
れ
に

切
高
仕
法
が
重
な
っ
て

農
民
の
階
層
分
化
の
進
行

は
‘
著
る
し
か
っ
た
。
と
の
地
域
で
は

木
綿
賃
織
‘

米
作
の
ほ
か

絹
織
物

等
の
余
業
も
み
ら
れ
た
が
、

そ
れ
は
、

婦
女
子
の
農
間
稼

K
よ
る
‘

わ
ず
か
な

賃
事
業
で
あ
り
、

住
民
の
所
得
構
成

K
大
き
く
影
響
す
る
ま
で
に
は
至
ら
念
か

っ
た
。
し
た
が
っ
て
米
が
地
域
生
産
の
基
本
と
な
h
y
‘
そ
の
低
生
産
性
が
、

域
を
支
配
し
て
い
た
と
い
っ
て
も
差
支
左
い
。
か
く
し
て
農
民
K
は
、
貧
困
左

生
活
者
が
多
〈
‘

流
民
化
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
者
も
少
左
く
な
い
。
割

替
制
度
は
‘

ζ

の
よ
う
な
農
民
の
村
落
定
着
の
級
帯
と
左
っ
た
の
で
あ
る
。

な
b 

本
稿
は
、
故
浅
沼
操
理
学
博
士
の
遺
稀
で
あ
る
が

文
章
表
現
の
大

半
は
山
口
守
人

K
よ
る
。

ζ

の
た
め
、

論
旨

K
誤・
9
あ
れ
ば
‘

そ
の
責
任
は
す

べ
て
山
口
守
人
に
あ
る
o
本
稿
を
慎
ん
で
浅
沼
操
先
生
の
御
霊
前

K
捧
ぐ
。

引
用
文
献

り
石
田
文
治
郎
こ
九
二
七
)
土
地
総
有
権
史
論
‘

東
京
、

円
三

t

一O

2) 

水
津
一
郎
(
一
九
六
七
)
歴
史
地
理
学
、

朝
倉
地
理
学
講
座
七
東
京
‘

児
五
九

t
六
O

3) 

栃
内
礼
次
(
一
九
一
一
)
旧
加
賀
藩
田
地
割
制
度
、

東
北
帝
大
カ
メ
ラ

会
‘
仙
台
、

(
一
九
三
六
東
京
‘

壬
生
書
庖
版
あ
り
)

奥
田
或
こ
九
二
三
)
壱
岐
国
k

b
け
る
割
地
制
度
、

経
済
論
叢

第
一
七
巻
二
号 地

本
庄
栄
治
郎
(
一
九
二
六
)
長
野
県
下
k

b
け
る
土
地
割
替
慣
行
‘

済
論
叢
第
・
二
一
巻
六
号

仲
吉
朝
助
(
一
九
二
八
)
琉
球
の
地
割
制
度
‘

史
学
雑
誌
第
三
九
巻

四
号

石
井
清
吉
(
一
九
二
九
)
新
潟
県

κ於
け
る
割
地
制
度

新
潟

8) 

小
野
武
夫
〈
一
九
三
一
)
土
地
経
済
史
考
証
、

東
京

伊
東
尾
四
郎
(
一
九
四

O
〉
筑
前
の
地
組
制
度
、

歴
史
地
理
第
四
八

巻
三
号

11) 10) 

古
島
敏
雄
(
一
九
五
三
)
割
地
と
農
地
改
革

東
京

牧
野
信
之
助
(
一
九
一
一
)
割
地
起
原
論
‘

国
家
学
会
雑
誌
第
二
五

巻
四
号

12) 

牧
野
信
之
助
〈
一
九
三
八
)
土
地
及
察
落
史
上
の
諸
問
題
、

東
京

中
村
義
隆
こ
九
六
八
)
新
潟
県
西
蒲
原
郡

κ於
け
る
割
地
制
度
の
調

査
‘
新
潟

14) 

中

田

薫

こ

九

O
四
)
越
後
国
地
割
制
度
‘

国
家
学
会
雑
誌
一
八

石
田
文
治
郎
(
一
九
二
七
)
土
地
総
有
権
史
論
‘

東
京

水
津
一
瞬
(
一
九
六
八
)
社
会
地
理
学
の
基
本
問
題
‘

東
京

浅
沼
操
(
一
九
六
八
)
福
井
平
野
k

b
け
る
土
地
割
替
慣
行

K
つ
い
て

の
地
理
学
的
考
察
‘

新
地
理
第
一
六
巻
二
号

18) 

浅
沼
操
(
一
九
七

O
)
鷹
巣
盆
地

K
砕
け
る
割
替
慣
行
の
成
立
、

地
理

学
評
論
第
四
三
巻
一
二
号

19) 

日
野
川
流
域
k

b
け
る
割
替
シ
ス
テ
ム
の
持
続

赤

坂

普

こ

九

七

O
)

経

-14ー



性

人
文
地
理
第
二
二
巻
四
号

大
石
久
敬
〈
一
八
六
六
)
地
方
凡
例
録
第
二
巻
P

一
一
九
(
日
本
経
済

大
典
本
第
四
三
巻
)

仲
吉
朝
助
こ
九
二
八
)
琉
球
の
地
割
制
度
、

史
学
雑
誌
第
三
九
編
第

五
巻
巳
四
回
一

22) 

奥
田
或
(
一
九
二
一
ニ
)
壱
岐
国
の
割
地
制
度
経
済
論
業
第
一
七
巻
二
号

-
二
六
一

24) 2ゆ

墓
尽
正
一

t

一O

小
野
武
夫
こ
九
三
一
)
土
地
経
済
史
考
証

小
野
武
夫
(
一
九
二
四
〉
旧
宇
和
島
藩
の
岡
持
制
度

史
学
第
三
巻
二

号
五
三
五

25) 

嘉
永
元
年
二
八
四
八
)
回
方
地
平
均
割
付
諸
覚
帳

福
井
県
立
図
書

館
蔵

26) 

栃
内
礼
次
(
一
九
一
一
)
旧
加
賀
藩
田
地
割
制
度
、

イ山
」晶、
1=1 

PP. 
九

一七
Ol  
O 

27) 

中
村
義
隆
(
一
九
六
八
)
新
潟
県
西
蒲
原
郡
k
h
v
け
る
割
地
制
度
の
調

査
、
新
潟
忠
一

仙
」品、

PP. 
九

一七
01 
O 

栃
内
礼
次
(
一
九
一
一
)
旧
加
賀
藩
団
地
割
制
度
‘

3的 29)

越
前
蓮
ク
捕
村
割
付
帳
(
一
九
四
三
)
筆
者
採
集
所
蔵

浅
沼
操
(
一
九
七

O
)
鷹
巣
盆
地

k
b
け
る
割
替
慣
行
の
成
立
‘

学
評
論
第
四
三
巻
一
二
号
円
七
九
一

t
七
三

O

地
理

イ出
ぷA
1=1 

PP. 

九
一七
Ol 
O 

栃
内
礼
次
こ
九
一
一
)
旧
加
賀
落
田
地
割
制
度
‘

32) 

福
井
県
史
(
一
九
二
二
福
井
県
図
書
館
編
著

所
蔵

PP.第

六巻
五

八

34) 33) 

H 

必Y

" 

加
賀
藩
の
支
藩
と
し
て
富
山
藩
一

O
万
石
が
創
設
さ
れ
た
の
は
寛
、
水

一
六
年
(
一
六
三
九
)
、
創
設
日
の
浅
い
富
山
藩
で
は
‘
す
べ
て
の

政
策
を
加
賀
藩
に
な
ら
っ
た
‘
割
替
命
令
も
加
賀
藩
の
も
の
が
行
左

わ
れ
た

35) 

栃
内
礼
次
(
一
九
一
二
旧
加
賀
藩
田
地
割
制
度
‘

イ山
A 
Eヨ

PP. 
九

一七
Ol  
O 

3的 37) 36) 

" 

" 

" 

" 

" 

" 

牧
野
信
之
助
(
一
九
三
八
)
土
地
及
察
落
史
上
の
諸
問
題
、
東
京
‘

四
五
六

t
八
九

東
京
円
七
八

t

3吟

水
津
一
朗
(
一
九
六
八
)
社
会
地
理
学
の
基
本
問
題
‘

八

小
田
吉
之
丈
(
一
九
二
九
)
加
賀
藩
農
政
史
考
‘

月
四
九
四

t

東
京
、

四
九
五

天
保
一
五
年
(
一
八
四
四
)
上
白
岩
村
御
田
地
割
総
歩
数
米
盛
精
帳
の

表
紙

K
記
載
あ
・
9

42) 

「
寛
文
一

O
年
九
月
七
目
、
郡
中
一
般

K
本
日
付
を
似
て
村
御
印
を
改

定
す
」
越
中
史
料
巻
二
、
巳
三
八
四

43) 

富
山
藩
で
は
引
高
の
と
き
は
検
地
を
す
る
が
、
増
石
の
と
き
は
検
地

K

-15 -



よ
ら
な
い
で
、

申
告

K
ょ
っ
た
‘

こ
れ
が
手
上
高
で
あ
る

44) 

立
山
町
立
図
書
館
蔵
‘

米
盛
精
帳

安
政
五
年
(
一
八
五
八
)
御
岡
地
割
総
歩
数

45) 

立
山
町
立
図
書
館
蔵
、

数
米
盛
精
帳

天
保
一
五
年
二
八
四
四
)
御
団
地
割
総
歩

46) 

杉
木
文
書
、

県
立
富
山
図
書

館
蔵

天

保

一

一

年

二

八

四

O
)
高
免
帳

49) 48) 4乃

立
山
町
立
図
書
館
蔵
‘

覚
(
巻
物
原
本
)

立
山
町
立
図
書
館
蔵
、
覚

曲
淵
村
(
巻
物
原
本
)

上
市
町
史
纂
集
委
員
会
こ
九
六
八
)
上
市
町
誌
原
稿
、

時
代
編

P

一O
八

後
期
武
家

51) 50) 

水
島
茂
(
一
九
五
五
)
加
賀
藩
の
産
業
政
策
、
富
山
史
壇
六
号
巳
一

O

田
辺
幸
蔵
氏
蔵
‘

数
合
盛
精
帳

安
政
二
年
〈
一
八
五
五
)
久
金
村
御
団
地
割
総
歩

立
山
町
立
図
書
館
蔵
‘

割
総
歩
数
米
盛
精
帳

安
政
五
年
(
一
八
五
八
)
上
白
岩
村
御
団
地

5同 54) 53) 

筆
者
集
計
結
果

久
金
新
村
の
篤
農
家
花
岡
義
勝
氏
の
体
験
談
(
昭
和
四
五
年
調
査
〉

篭
瀬
良
明
二
九
五
七
)
富
山
県
黒
部
扇
状
地
の
流
水
客
士
事
業

横
浜
市
立
大
学
紀
要
必
六
五

5ゆ

日
山
山
月
凶
章
一
円
館
協
会
二
九
六
五
)
加
賀
藩
農
政
経
済
史
料
、

方
御
用
留
(
一
八
三
七
)
第
一
巻
目
一

O
t
二
一

産
物

6ゆ 59) 5紛 5η

上
掲
産
物
方
御
川
留
第
一
巻
目
一
六

O
t
一
六
七

、四、

上
掲
五
一

O
t

上
掲
‘

加
賀
藩
農
政
経
済
資
料
、

産
物
江
戸
方
御
用
留
第
一
巻
E

一
六

O

水
島
茂
こ
九
五
四
)
‘

越
中
織
物
業
の
発
達
、

富
山
史
壇
第
一
巻

一O
号
P
三
七

62) 61) 

上
掲
印

文
化
三
年
(
一
八
六
三
)

五
八
ケ

杉
木
文
書
‘
富
山
県
立
図
書
館
蔵
、

村
高
免
等
書
上
帳

富
山
県
図
書
館
協
会
編
、
加
賀
務
農
政
経
済
史
料
ご
九
六
五
)
産
物

方
御
用
留
第
一
巻
五
一
七
九

64) 

水
島
茂
(
一
九
五
五
)
加
賀
藩
の
産
業
政
策
、
富
山
史
壇
第
六
号
旦
一

O

「
新
川
郡

K
天
明
初
年

K
桑
苗
数
十
万
本
が
送
ら
れ
‘
農
聞
の
婦
女
子

の
仕
事
と
さ
れ
た
」

6め

加
賀
藩
の
徳
政
令
の
一
考
察
富
山
史
壇
第

四
四
号
円
一

t
六

水
島
茂
(
一
九
六
五
)

富
山
史
壇

PP.第
八 六
t 号

O 

水
島
茂
(
一
九
五
五
)
加
賀
藩
の
産
業
政
策

- 1 6一



ON THE WAR工GAEDEL工VER工NGSYSTEM工N TOYAMA PLA工N

M. ASANUMA 

A1七houghthis sys七ernin Toyarna P1ain was firs七 estab-

1ished in 1648， it underwent a rernarkab工edeve10prnen七

in工656，as it was u七1izedin Kaisaku(七heagrarian po1icy 

a七 Kagafeuda1 c1an) 七hen. Unti1 the Meiji Era， this 

systern was rnaintained on rnany vi11ages in Toyarna P1ain， 

bu七 atpresen七 tirneit exists a few vi11ages. 

工七 wasno七edhere that 七heWarigae de1ivering sys七ern

was re1ated七o the regiona1 character of three vi11age 

cornrnunities(Karnishiroiwa， Takahara and Magarifuchi Buraku 

De1ivering cyc1e is七wentyyears. Farrn-ren七 ispaid七O

七hevi11age and a11七hefarrners are divided in七o severa1 

groups for co-cu1七ivation. And七heincorne after paying 

farrn-ren七 issole1y a七七hedisposa1 of the cu1七ivating

group. This sys七ernis perpe七ua七ed， bringing abou七 a con-

siderab1e incorne七0 七hecornrnunities as a who1e，七o each 

cu1七ivatinggroup and七o each individua1. 

お 願い

会報千 9号は、係が編集K不慣れのため論説が御覧のように長〈在ってしまい

ましたが、次号よりは、会報投稿規定K沿った編集をしたいと思いますので、よ

ろしく御協力を念願い致します。

(会報編集委員会)
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